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群馬大学では，理工学部のある桐生キャンパスにおいて理工学部の学園祭（群桐祭）を開催しており，そ

のなかの企画のひとつとして，一般市民・子供向けの展示・実演・体験実験（サイエンステクノ教室）を行

っている。当研究室では，本年度の企画として「実験と模型でゼオライトの秘密に迫る！」と題する体験実

験および展示を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  パンフレット（Brochure） 
 
具体的な内容は，NaA 型ゼオライトを用いた水溶液からの銅イオンの回収実験（実験①），ゼオライト酸触

媒を用いた蛍光色素フルオレセインの合成実験（実験②），ペーパークロマトグラフィー，ゼオライトの結晶

構造モデルの作製の体験コーナーなどである。 
実験①では，硝酸銅水溶液を少量ビーカーに取り，これにアンモニア水を加えたのち，白色の粉末状のゼ

オライトを加え，濾過する，という操作を行った。この実験ではアンモニア水を加えると水溶液の色が淡青

色から青色に変わり，また濾過を行うと，無色透明な濾液が得られ，濾紙上には青い粉末が回収される。こ

れらの変化は，色もきれいでたいへんわかりやすく，子供たちもおもしろそうに実験を行っていた。また，

濾過は，簡易式の吸引濾過装置を組んで，空いている口を指で押さえて閉じると濾液が速く落ちるようにし

た。このように子供たち自身で実験操作を行うのはとても楽しいようであった。 
実験②の蛍光色素フルオレセインの合成では，試験管にスパチュラで少量の無水フタル酸とレゾルシノー

ルを取り，さらにプロトン型 BEA 型ゼオライト（酸触媒）を少量加え，よく混ぜてからホットバスで加熱，

冷却後，エタノールと Na2CO3 水溶液を加える，という操作を行った。得られた溶液を暗幕の中に持っていき，

ブラックライトを用いて紫外線をあてると，うまくできていれば，黄緑色の蛍光が観察されることになる。

自分で合成した物質がうまく光ったときは声を出して喜び，子供たちにとってよい体験になったと思われる。 
ゼオライトの結晶構造モデル作製の体験コーナーには，テトラポット型のプラスチックパーツと短く切っ

たビニールチュ－ブを多数準備し，A 型ゼオライトや FAU 型ゼオライトの構造を見本として，自由につない



で形をつくってもらった。また，ゼオライトについて説明したポスターやプリントも準備し，子供たちだけ

でなく，大人の方や学生にも興味をもってもらえるようにした。 
 準備したものの一部は，研究や学生実験で実際に使っているものであり，参加いただいた方は日常とは異

なる様々な体験をすることができたと思われる。来場者はおよそ 100 人程度であった。本企画は，地域貢献

事業の一環として行われたものであるが，一方で，研究室の学生にとっても普段とは違う経験をすることが

でき，たいへん意義が大きかったと思われる。最後に本企画に対してご援助いただきました，日本セラミッ

クス協会教育委員会に厚くお礼申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の様子 1（Photo 1） 会場の様子 2（Photo 2）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の様子 3（Photo 3） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の様子 4（Photo 4）  
 
 

  配布資料：触媒について（About catalysis） 


